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明けましておめでとうございます。新たな年を迎え、期待と抱負に胸を膨ら

ませていることと思います。皆さまにとって 2020 年が健やかな年になること

をお祈り申し上げます。 

昨年を振り返りますと、日本では気候変動の影響と推察されるような暴風雨

による災害が、これまでにないほど多発しました。8 月には九州北部地方を中

心に 1 時間に 100mm を超える記録的な大雨が降り、冠水･浸水被害を出しま

した。9 月の台風 15 号では、千葉県で観測史上初となる最大瞬間風速 57.5m/s

を記録し、大規模停電や断水など、ライフラインに多大な被害をもたらしまし

た。そして、10 月には過去最強クラスの台風 19 号が上陸し、関東・甲信地方

から東北地方等の広い範囲に豪雨災害を引き起こし、人々の大切な命と、財産・暮らし、そして地域

の経済基盤に甚大な影響をもたらしました。 

阪神･淡路大震災以降の相次ぐ震災の時もそうでしたが、これらの自然の猛威を刻々と伝えるマス

メディアの報道を見つめながら、私はこれほどまでに、「記録的」「経験したことのない」といった

言葉が頻繁に使われるような時代になってきたことに、危機感をつのらせています。一土木界の人間

として、堅固で長寿命な構造物をつくってきたつもりですが、これまでのやり方では対応できない新

たな課題を突きつけられていると感じています。今後、河川の堤防整備などのハード対策のみならず、

避難計画、土地利用規制などのソフト対策をあわせて、流域全体で防災・減災対策を推進していく必

要があり、土木技術者は国、地方自治体、住民等関係者の中に入って、全体をインテグレートする役

割を担わなくてはなりません。 

「安全・安心な国土形成」は国民の誰もが望んでいることであり、学会としても最も重要な課題と

認識しています。その意味において、今後の気候変動の影響による豪雨災害に対する基本的な対応策

について、国土交通省ともよく議論し、学会としての提言を行っていきたいと考えています。 

本年 7 月に開催される東京オリンピック・パラリンピックは、世界から注目されています。開催が

決定してから、海外から会場建設現場の見学希望や問合せが続いております。現在、東京都内を中心

に競技施設や周辺のインフラ整備も進み、国内外からの来訪者の受け入れ準備が着々と進んでおりま

す。国の施策として 2030 年には訪日外国人旅行者数 6,000 万人を目標に掲げており、オリンピック

を契機に外国人を受け入れる体制の充実が求められています。例えば、空港・駅などの交通結節点に

おける魅力ある都市空間の実現や、MaaS に代表される新たな移動概念を実現するためのシステム構

築などが考えられます。他国の例でいえば、台湾地下鉄の高雄駅のように、ステンドグラスでつくる

光のドームで美しい空間を作り出している駅もあります。その空間は国内外多くの人々を惹きつけて

います。日本においても利用者に喜んでもらえるような良質な社会インフラの整備に努めていきたい
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と考えます。 

インフラ整備において、海外には我々と共通する課題を持つ国、また我々が学びたい先進的事例を

持つ国などその状況はさまざまです。視野を広げ新たなアプローチを掴むために、今後も交流を継続、

活発化していき、さまざまな課題に取り組んでまいります。 

本年も変わらぬ皆さまのご支援とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

土木学会 国際センター・教育グループでは、将来の海外での活躍を目指す若

手技術者を対象に、海外プロジェクトで活躍する技術者を講師に向かえ、海外

プロジェクト経験の掘り下げ、プロジェクトで苦労したこと、海外で働くこと

のやりがい、海外プロジェクトでの課題や今後の展望、またこれから海外で活

躍する若手へのメッセージなど、双方向のフリートークの機会を提供する「技

術者ラウンジ“DOBOKU”」を定期的に開催している。 

第 3 回目は、2019 年 9 月 24 日にパシフィックコンサルタンツ株式会社より

嶋田宏氏及び濤川功氏を講師に迎え、これまでに従事した海外プロジェクトの

中から、今回はミャンマー国におけるプロジェクトについて鉄道プロジェクト

について講演いただいた。 

残暑が厳しい中での開催となり、15 名程度の参加者は

皆、缶ビールなどでのどを潤しつつ、軽食をつまみながら、

和気あいあいとした雰囲気の中、ラウンジはスタートし

た。 

嶋田氏からは、「土のうを用いた鉄道沿線の軟弱地盤及

び振動対策プロジェクト」について、土のうによる軟弱地

盤対策に係る技術紹介動画を用いながら、プロジェクト概

要、重機の搬入が困難なほど水浸しで軟弱な現場の状況・

特徴、施工方法及び施工前後の比較や今後の課題などが説

明された。施工時のトラブルや人身事故、竣工後の雨季の

豪雨による盛土部の斜面崩壊、ミャンマー人作業員への毎

朝の KY 活動など、現地で苦労した経験談が伺えた。参加

者からの質問に対しては、現地で使用したものと同じ土の

うケースを用いて説明するなど、とても参考になる内容だ

った。 

濤川氏からは、「ヤンゴン－マンダレー間鉄道改良プロ

ジェクト」について、プロジェクト概要、老朽化した様々

な橋梁の状況、雨季の河川の状況、詳細設計業務の内容な

どが説明された。老朽化の状況については日本の維持管理

では考えられない状況になっていること、ダム決壊により流された鉄道盛土や鉄道橋梁の状況など、

現地の状況が臨場感を持って伝えられた。濤川氏からは、技術的な内容に加えて、本プロジェクトを

第 3 回 技術者ラウンジ “DOBOKU”開催報告 

柴崎 宏一郎 
（パシフィックコンサ
ルタンツ(株)） 

D・BOX を紹介する嶋田氏 

講師の濤川氏（左）と嶋田氏（右） 
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通じて実感できた業務レベル及び個人レベルでの感想

やミャンマー国でのプロジェクト従事期間中の日常生

活、娯楽、観光資源なども紹介され、参加した若手技術

者にとっては、とても参考になる内容だったのではない

か。 

本企画は、将来を担う若手にとって、海外プロジェク

トのやりがいや魅力を知ることが出来る貴重な機会だ

と考えられる。定期的な開催も検討されている技術者ラ

ウンジ“DOBOKU”は、今後、会を重ねるごとに試行錯

誤を繰り返しながら、より良い企画に育てていければと思う。 

 

【記：柴崎 宏一郎 (国際センター 教育グループ)】 

 

 

 

 

The 3rd ACF Symposium on Assessment and Intervention of Existing Structures が、2019 年

9 月 10 日〜11 日の 2 日間、札幌の北海道大学にて開催されました。このシンポジウムはアジアコ

ンクリート連盟(Asian Concrete Federation: ACF)と日本コンクリート工学会(Japan Concrete 

Institute: JCI)の共催によるものであり、土木学会は後援をしています。 

ACF は 2004 年の設立以来、アジア各国において、2 年に 1 度、国際会議を、その中間年にはシン

ポジウムを開催しており、今回は 3 回目のシンポジウムとなります。第１回は 2015 年 10 月にイン

ドのコルカタにおいて Ultra High Performance Concrete に関するシンポジウムが、第２回目は

2017 年の 11 月にタイ王国のチェンマイにおいて、Innovations for Sustainable Concrete 

Infrastructures に関する国際会議が行われました。 

今回の主なテーマは、“Assessment and Intervention of Existing Structures”であり、点検、モ

ニタリング、評価、将来予測、補修補強と維持管理、そしてライフサイクルマネジメントの最適化

という、昨今、関連する多くの研究、開発、社会実装が行われているテーマです。 

本シンポジウムには、14 カ国から計 114 の論文が投稿され、16 のセッションにおいて、発表、議

論が行われました(表 1 および表 2)。 

The 3rd ACF Symposium on Assessment and 

Intervention of Existing Structures 開催報告 

ディスカッションでは自由闊達な意見が飛び交
った。 

表 1 セッションテーマ一覧 

表 2 参加国一覧 
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また、６名の教授による基調講演(表 3)も行われ、いずれも大変興味深く、有意義な内容でした。 

上田多門教授は、ACF とアジアコンクリートモデルコードに関する国際委員会(International 

Committee on Concrete Model Code for Asia：ICCMC)の設立に尽力された一人であり、ACF の

活動の発展に長く貢献されています。今回のシンポジウムでは、その功績を称え、上田多門教授の

特別セッションが設置されました。閉会式においては最優秀論文賞の発表が行われ、３名の受賞者

が表彰されました(表 4)。 

開催期間中の 2 日間、それぞれのセッションにおいては活発な意見が交わされ、本シンポジウム

は成功のうちに幕を閉じました。本シンポジウムが、アジアにおけるコンクリート構造物の維持管

理技術の進展に資することが期待されます。 

*本報告は、ACF シンポジウムの Web サイトより一部引用しています。

http://www.eng.hokudai.ac.jp/acf2019/index.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記：高橋 良輔 (秋田大学)】 

講演する上田多門教授 参加者一同 

表 3 基調講演者 

表 4 最優秀論文賞 受賞者 
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台湾東部の南方澳(Nanfangao)において令和元年 9 月 30 日に発生した落

橋事故を契機に、台湾交通部道路局が中国土木水利工程学会（以下

「CICHE」と記す)に、事故調査とあわせて地方道路管理者への意識向上を

目的に橋梁維持管理の現状と課題について会議開催の要請を行いました。そ

の会議に CICHE が、日本の土木学会(以下「JSCE」と記す)に橋梁における

防災、維持管理の現状について話題提供依頼を行い、それに対応すべき

JSCE の照会により自分が今回、会議の一部を担うことになりました。 

会議は、11 月 15 日に台北市内の国際会議場(張栄發基金会)で開催され、

300 名を超える参加者(半分が学識経験者を含めた技術

者で残りの半分が地方道路管理者)であった。今回の落

橋原因は調査中であるものの、過去の自然災害事例と異

なり、現在の橋梁維持管理手法に起因するものとして、

その課題の紹介とあわせて解決策として UAV を活用し

た点検、橋梁ヘルスモニタリングや災害時支援プラット

ホームの構築等 ICT 技術や解析技術を活用した取組の

紹介が行われました。まさに今日本で置かれている状況

に近く、参加者を交えた全体討論会においても今回の案

件に対しての危機意識感をうかがえることができた。 

また、発起人である道路局ならびに協賛社で台湾最

大手の建設コンサルタントの台湾世曦工程顧問股份有

限公司への表敬訪問と簡単な討論会を実施したことそ

して移動途中の車窓ではあるものの街並みや自動車専

用道路橋を見ることができたことは会議参加とともに

自己の知識の幅を広げる貴重な経験となりました。 

最後になりますが、今回の会議参加とそれを通じた

優秀な技術者と知りえた機会を提供してくれた台湾交

通部道路局、CICHE そして JSCE 国際センターへ深くお礼を申し上げます。 

*本稿は要約版です。全文はこちら(http://committees.jsce.or.jp/kokusai0901/node/11)をご参照ください。 

 

【記：安川 義行 (構造工学委員会)】 

 

 

 

 

 

 

 

台湾橋梁管理興即時監測検討会に参加して 

安川 義行 
（東日本高速道路(株)） 
 

道路交通部表敬 

WAN 会長挨拶 
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◆学術交流基⾦助成事業申請 一般公募のご案内（応募締切︓2020 年 1 月 15 日） 
http://committees.jsce.or.jp/iefund/node/18 

◆【今後の予定】 

・世界で活躍する日本の土木技術者シリーズ 第 15 回シンポジウム (2020 年 2 月 5 日(水)) 
テーマ︓「ベトナムでの鉄道橋梁リハビリテーションプロジェクト」 
http://committees.jsce.or.jp/kokusai/node/157 
 

  
◆土木ふれあいフェスタ in 秋田＠イオンモール秋田（2020 年 1 月 18 日開催予定） 

◆Half Day Workshop on Maintenance of Concrete Structures –Durability Assessment, New NDT 
Method Introduction, AI & i-Construction Application in Japan 

  (2020 年 3 月 5 日 14︓00-17︓30＠Nanyang Technological University, Singapore) 
https://www.facebook.com/JSCE.en/posts/3193826163980080 

◆One Day Seminar on Assessment of Thermal Cracking in Mass-Concrete 
  (2020 年 3 月 6 日 9︓00-17︓40＠Nanyang Technological University, Singapore) 

https://www.facebook.com/JSCE.en/posts/3193843887311641 

◆jhappy - JICA 無償資⾦協⼒事業の今を知る - 
Facebook: https://www.facebook.com/jhappy20161110/ 

Twitter: https://twitter.com/jhappy_official 

◆ドボ博 「川展 日本河川風景二十区分」  
http://dobohaku.com/river/ 

◆【ドボラジ】ドボクのラジオ 
(毎週水曜日 20 時＠Radio City 中央エフエム) 
http://doboradi.jsce.or.jp/ 

◆「海外インフラプロジェクトアーカイブス  
(JSCE ウェブサイト︓英語版)」 
http://www.jsce.or.jp/e/archive/ 

◆「国際センターだより」 
※JSCE ウェブサイト (日本語版) にて毎月掲載。

http://committees.jsce.or.jp/kokusai/node/118 

◆土木学会誌 2020 年 1 月号 ※JSCE ウェブサイト (英語版) に概要を掲載中｡ 
http://www.jsce-int.org/pub/magazine 

 
「国際センター通信」配信申し込みは以下の URL をご参照ください。また、周囲の方に国際センター

通信をご紹介いただければ幸いです。 

「国際センター通信」配信希望者 登録フォーム 
・日本語版：(http://committees.jsce.or.jp/kokusai/node/31) 
・英 語 版 ：(http://www.jsce-int.org/node/150) 

 
 

国際センターの英語版 Facebook です。直近の国際センターの活動について紹介しています。 
(https://www.facebook.com/JSCE.en) 

【ご意見・ご質問】JSCE IAC: iac-news@jsce.or.jp 
本通信について皆様のご意見やコメントをお待ちしております。 

お知らせ 

配信申し込み 

英語版 Facebook 

ドボ博 「川展」 新規コンテンツ追加 


